
 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014.7.1 発行 

●今月の特集● 高校生目線で発信！ 
市民活動リポーター編集記事 

     
今治市民活動センターだより 

市民活動の拠点を目指しています。 
「今治市民活動センター」 

指定管理者：（特非）今治NPOサポートセンター 
【お問合せ】TEL/FAX 0898－25－8234 

      E-mail   imanpo@nifty.com 

 

持ち味いかして まちを元気に！ 

人をいかすボランティア活動 

のすすめ 

未来の郷土 

 

「ボランティアが来ない」という団体の嘆き、「期待されていない」からやめ

たというボランティアの声…。立場や状況の違いから起こる行き違いで悩む

ケースも少なくない。去る４月１２日（日）・今治市総合福祉センターで開催

した講座では、今治市を舞台に若者が活躍する３事例を通して、ボランティ

アのニーズを満たす場づくりの秘訣を学んだ。 

 
「可能性が花咲く３つの現場レポート 

３団体共通の「人をいかすセオリー」：募集から打上までが一連の流れ 

一歩間違えば「烏合の衆」になりがちなﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ。 

３事例が「成長の場」、「新しい視点を生む場」とな

っているのは、①募集段階、②活動経過段階、③

活動終了段階に一貫してマネジメントがあるから！ 

３団体共通の「人をいかすセオリー」 

：団体の使命（ミッション）への共感 

団体の内部の人と、外部からの応援者（ボランティア）は立

場は違えど、同じ目的に向かう仲間になることが大事！ 

キーワードは「対等性」 

大切なことは相互理解。コーディネーターは、 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに「任せ」つつ、何か困っている時に 

「調整」する動き＝フォローアップができる 

推進者です！ 

▴こどもの絆プロジェクト 
福島の子ども達を自然豊かな愛媛で受け
入れる活動をしている。地域の人とのふれ
あいをベースにした活動は、プログラム作
りから学生ボランティアが担う。連鎖的に 
ボランティアが集まるしかけがある。 

▴エフエムラヂオバリバリ 
情報発信に留まらず、まちを活気づけ
る拠点と捉えると、まちの元気の源＝
市民の参画は必須。100名超のボラン
ティアパーソナリティ、内 3割は開局当
初から参画。 

▴さくらんぼの会 
頼れるリーダーとの信頼関係の中、
自分たちで決め、責任も分担しなが
ら現場を回す高校生たち。「難しい」
「かたい」という彼らのボランティア感
を変えたのは、プログラムの面白さ。 

参加者の声… 

○工夫された発表から、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの定義が明確になった。 

○調整者・盛り上げる人もいることが分かった。 

○会場の皆とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの楽しさを分かち合えた。 

○高校生等の若い人が考えている・・・うれしかった。 

○若者中心…。子育て後等に参考になる話も欲しかった。 
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市民が共におこすまちづくり事業とは？ 

市民自らが企画・実施する継続性のあるさまざまなまちづくり事業に、今治市が1団体1事業につき 
最大50万円を助成する事業（市民活動推進事業）です。他団体との協働により、それぞれの特性を 

活かしてより効果的に事業（協働推進事業）を行うスタイルも対象となります（最大 100万円）。 

書類審査と公開プレゼンテーション審査を経て、事業の採択が決定されます。審査基準は、 

公益性・自発性・団体の評価・費用対効果・事業の効果の 5つの項目から採点されます。 

～補助団体が決定しました！～ 

去る6月5日（木）、公開プレゼンテ

ーションが行われました。持ち時間４

分間で、活動の目的や概要を伝えるの

は至難の技です。皆さん、応募書類に

は書ききれなかった思い、実現への熱

意をアピールしました。ドキドキの選

考の結果、7団体が採択されました。 
テーマや分野は多岐に渡りますが、

身近なまちの課題解決に通じるもの

ばかりです。活動には多くの支え手が

必要です。積極的にボランティア参加

してみてください。きっと新しい発見が

あるはずです。 

 
 
 
 
 
 

今治スポーツ絆大会 

ヨガ、ピラティス会 

会長 渡辺 摩耶 

誰もが参加できるスポーツ大会を通じ

て、家族の絆、友達の輪を深め、市民の

体力増進・健康維持につなげる。 

 
 
 
 
 
 

「郷土の偉人 矢内原忠雄」顕彰事業 

「矢内原忠雄 顕彰」実行委員会 

会長 新居田 大作 

「教育界の父」と仰がれた矢内原氏の功

績を、郷土において学習・顕彰する機会

を設け、地域の文化振興に寄与する。 

 
 
 
 
 
 

今治漁師町六次産業化推進事業 

浜の夏祭り実行委員会 

会長 河野 義光 

再開発が進む今治港周辺において多く

の市民や観光客が集い、漁業や魚食等、

海の文化を体験し学べる機会を創る。 

 
 
 
 
 
 

きくま再発見まちあるきマップ事業 

ふれあいステーション菊間開設を考える会 

会長 吉井 敏 

菊間駅を基点とした、来訪者のニーズに

適う住民目線の観光マップをつくり、菊

間の風土・魅力の再発見につなげる。 

 
 
 
 
 
 

吉海町津島の再生事業 

特定非営利活動法人アクションアイランド 

理事長 矢野 都林 

人口十余名となる吉海町津島において、

イベント開催、トレーラーハウス利用に

より田舎体験・帰省・移住増加に繋げる。 

 
 
 
 
 
 

ハズミズム 2014 

ハズミズム 

代表 豊島 吾一 

著名なアーティストによる質の高い音

楽イベントを提供し、郷土を離れた若

者にも今治の可能性をアピールする。 

 
 
 
 
 
 

社会実験「街づくり協議会… 
町内会活性化を通じての街づくり」 

街づくり協議会 

会長 伊藤 雅章 

安心安全な市民生活のために、町内会・

自治会の持続発展的な活動を、松山市を

モデルケースにシステム構築を目指す。 

プレゼンテーションに耳を傾ける審

査員。日頃は市民活動家として活躍する

市民審査員もおり、現場に即した質疑応

答が行われました。今治市を魅力的で暮

らしやすいまちにする市民目線の活動。

継続的な事業展開につながる事業を応

援したいですね。 
 
 
 

個性的で魅力あるまちへ！市民が共におこすまちづくり事業 


	2014.7夢サラダ　1面
	2014.7夢サラダ 2面+3面(中面)
	ひなたぼっこ
	しまなみ

	2014.7夢サラダ　4面

